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令和８年度中部・関西圏向け観光プロモーション業務 仕様書 

 

１ 業務の名称 

  令和８年度中部・関西圏向け観光プロモーション業務 

 

２ 委託業務の目的 

  本業務は、直行航空路線があるにも関わらず宿泊観光客数の割合が低い中部・近畿方面を中

心に、ターゲットに対して最も効果的にリーチするメディアを戦略的に活用して本県観光の魅

力を効果的に PR し、「行きたくなる」場所としての認知度向上を図るとともに、本県への宿泊

を伴う旅行意欲を喚起することを目的とする。 

 

３ 委託期間 

  契約締結の日から令和９年２月２６日（金）まで 

 

４ ターゲット 

  本業務においては、漫然と幅広い層に向けたプロモーションを避け、客観的データに基づき

旅行意欲が極めて高い以下の２層を重点ターゲットとして設定し、メディアの明確な使い分け

による最適なアプローチを実施すること 。 

（１）若年層（２０代〜３０代の女性を中心とした１人旅・友人層） 

ア 訴求内容 

直感的な旅行意欲を即座に喚起するため、ターゲット層の関心を強く惹きつける「食」

や「ＳＮＳ映えするスポット」など、視覚的な魅力に特化したコンテンツを選定し訴求す

ること 。 

  イ プロモーション手法 

旅行先の情報源としてＳＮＳの重視度が高い特性を踏まえ、インフルエンサー等を活用

したＳＮＳ発信（縦型の短尺動画等）やＷｅｂメディアを用いたデジタルプロモーション

を効果的に展開すること 。 

 （２）シニア・ミドル層（５０代から７０代を中心とした夫婦・パートナー層） 

ア  訴求内容 

１回あたりの宿泊日数が多い特性を踏まえ、夫婦で過ごす「温泉・宿での滞在」や、名

所旧跡等の「背景にある歴史・ストーリー」、「質の高い地元の食」など、本県への深い関

心や探求心を促すコンテンツを訴求すること 。 

  イ プロモーション手法 

信頼できる活字情報を好む特性を踏まえ、中部・関西圏で知名度と熟読性の高い地元情

報誌やフリーペーパーへの掲載、顧客データを持つ企業と連携したダイレクトアプローチ

等により、ターゲットに直接かつ確実に情報を届けること 。 

 

５ 業務委託の内容 

  令和１０年度１０月から１２月に開催されるデスティネーションキャンペーンを見据え、今
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年度も同期間に集中的かつ効果的なプロモーションを展開するため、次の（１）から（３）に

掲げる業務を行うものとし、要する経費はいずれも委託料に含むものとする。 

（１）ターゲット別プロモーションの実施 

ターゲットごとに最適化した以下のプロモーションを実施すること。  

ア 若年層向けプロモーション 

若年層の利用率が高いＳＮＳやＷｅｂメディア等を活用し、直感的な旅行意欲を喚起す

る配信や、インフルエンサー等を起用したタイアップ企画を複数回実施すること。 

イ  シニア・ミドル層向けプロモーション 

中部・関西圏で知名度が高い複数の地元情報誌やフリーペーパー等において、本県の魅

力やストーリーを深く掘り下げた特集記事を掲載すること。または、旅行意欲の高いシニ

ア層の顧客データを持つ企業・団体（旅行会社、会員制組織等）と連携し、ターゲットに

直接アプローチする企画を実施すること。 

（２）効果測定と次期展開に向けたフィードバック 

各メディアプロモーションの実施後は、閲覧数、エンゲージメント率などの定量的な効

果測定を行うこと。また、効果的だったコンテンツや媒体等の傾向分析を行い、次年度以

降のデスティネーションキャンペーン等における戦略立案に活かすための詳細な効果測定

レポートを提出すること。 

（３）その他 

本業務の実施にあたり、関係機関・事業者等との調整、原稿作成、各種許可申請、写真・動

画等の素材提供依頼、掲載内容の確認等については、すべて受注者の責任において行うこと。  

また、上記（１）から（３）のほか、予算の範囲内で、本業務の目的に資するための独自の

取組みを実施すること。 

 

６ 事業報告 

（１）提出物 

   受注者は、本業務の完了後、速やかに任意様式による業務報告書（以下「業務報告書」と

いう。）及び指定様式による業務完了報告書（以下「完了報告書」という。）を作成し、発注者

に提出するものとする。 

   なお、報告書については紙媒体１部及び電子媒体で提出し、成果物の内容を含めること。 

（２）提出期限 令和９年２月２６日（金） 

（３）報告書等の提出先 

   宮城県経済商工観光部 観光戦略課 国内誘客推進班 

   （〒980-8570 仙台市青葉区本町三丁目８番１号） 

 

７ 契約に関する条件等 

（１）著作権等 

ア 本業務による成果品の著作権（著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２１条から第２

８条までに規定する権利をいう。）は発注者に帰属するほか、発注者は、本業務の成果品を、

自ら又は発注者が認めた第三者が使用するために必要な範囲において無期限で随時利用で
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きるものとする。 

イ 受注者は、発注者の事前の承認がない限り、発注者及び第三者に対して著作者人格権を

行使しないものとする。 

ウ 本業務で使用する画像等の著作権上の権利関係について、受注者において調査・確認を

行うこと。 

エ 著作権・肖像権処理等に関する紛争が生じた場合は、受注者の責任において対応し、発

注者は責任を負わない。 

（２）機密の保持 

受注者は、本業務を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、契約の目的以外に利用し、

又は第三者に提供してはならない。 

また、本業務に関して知り得た情報の漏えい、滅失及び毀損の防止、その他適正な管理の

ために必要な措置を講じなければならない。契約終了後もまた同様とする。 

（３）個人情報の保護 

受注者は、本業務を履行する上で個人情報を取り扱う場合は、個人情報の保護に関する法

律（平成１５年法律第５７号）及び別記個人情報取扱特記事項を遵守しなければならない。 

（４）再委託の制限等 

  ア 受注者は、本業務の全部又は本業務の主たる部分を一括して第三者に委託し、又は請け

負わせてはならない。 

  イ 受注者は、本業務の一部を第三者に委託する場合には、事前に再委託の内容、再委託先

（商号又は名称）等の必要事項を発注者に書面で報告しなければならない。 

 

８ その他 

（１）本業務の実施に当たっては、実施内容を事前に協議するとともに、必要に応じて随時打合

せを行うなど、発注者との緊密な連携のもと、迅速かつ効果的、効率的な遂行を心掛けるこ

と。また、業務のスケジュールを事前に設定し、これに基づき事業を実施すること。 

（２）本業務の詳細については発注者と協議の上決定し、定期的又は必要に応じて進捗状況を報

告すること。業務完了後は速やかに業務報告書及び完了報告書を提出すること。 

（３）本仕様書に定めのない事項及び本仕様書に定める内容について疑義が生じた場合は、発注

者と受注者が協議の上決定することとする。 

なお、仕様書に明示のない事項であっても、社会通念上当然に必要と思われるものについ

ては本業務に含まれるものとする。 

（４）受注者はやむを得ない事情が発生した場合や、業務の目的を達成するためにより効果的・

効率的な手法がある場合等は、本仕様書の変更について県と協議することができる。 
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別 記 

個人情報取扱特記事項 

（基本的事項） 

第１ 受注者は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契約に係る業務（以下単に「業務」と

いう。）の実施に当たっては個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適

正に行わなければならない。 

（秘密の保持） 

第２ 受注者は、業務に関して知り得た個人情報をみだりに他に知らせてはならない。業務が終

了し、又はこの契約を解除された後においても、同様とする。 

 （個人情報管理責任者等） 

第３ 受注者は、業務における個人情報の取扱いに係る管理責任者（以下「個人情報管理責任者」

という。）及び業務に従事する者（以下「業務従事者」という。）を定め、書面により発注者に報

告しなければならない。 

２ 受注者は、前項の個人情報管理責任者及び業務従事者を変更する場合は、事前に書面により

報告しなければならない。 

３ 個人情報管理責任者は、個人情報取扱特記事項（以下「特記事項」という。）に定める事項を

適切に実施するよう業務従事者を監督しなければならない。 

４ 業務従事者は、個人情報管理責任者の指示に従い、特記事項に定める事項を遵守しなければ

ならない。 

 （作業場所の特定） 

第４ 受注者は、個人情報を取り扱う場所（以下「作業場所」という。）を定め、あらかじめ発注

者に報告しなければならない。 

２ 受注者は、作業場所を変更する場合は、事前に発注者に報告しなければならない。 

 （個人情報の持ち出しの禁止） 

第５ 受注者は、発注者の指示又は事前の承諾がある場合を除き、個人情報を作業場所から持ち

出してはならない。 

（保有の制限） 

第６ 受注者は、業務を行うために個人情報を取得し、又は作成するに当たっては、個人情報の

保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号。以下「法」という。）第 61 条第１項に規定する法

令の定める所掌事務又は業務を遂行するため必要な場合に限り、利用目的の達成に必要な範囲

を超えて個人情報を保有してはならない。 

（個人情報の目的外利用及び提供の禁止） 

第７ 受注者は、発注者の指示がある場合を除き、業務に関して知り得た個人情報をこの契約の

目的以外のために利用し、又は発注者の書面による承諾なしに第三者に提供してはならない。 

（漏えい、毀損及び滅失の防止等） 

第８ 受注者は、業務に関して知り得た個人情報の漏えい、毀損及び滅失の防止その他の個人情

報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

（教育の実施） 
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第９ 受注者は、個人情報管理責任者及び業務従事者に対して、在職中及び退職後においても当

該契約による事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用

してはならないこと、及び特記事項において業務従事者が遵守すべき事項その他業務の適切な

履行に必要な事項について、教育及び研修を実施しなければならない。 

（資料の返還等） 

第 10 受注者は、業務を処理するために、発注者から引き渡された、又は受注者自らが取得し、

若しくは作成した個人情報が記録された資料は、業務完了後直ちに発注者に返還し、又は引き

渡すものとする。ただし、発注者が別に指示したときは当該方法によるものとする。 

（複写又は複製の禁止） 

第 11 受注者は、業務を処理するために発注者から引き渡された個人情報が記録された資料等を

発注者の書面による承諾なしに複写又は複製してはならない。 

 （個人情報の運搬） 

第 12 受注者は、業務を処理するため、又は業務完了後において個人情報が記録された資料等を

運搬する必要があるときは、個人情報の漏えい、紛失又は滅失等を防止するため、受注者の責

任において、確実な方法により運搬しなければならない。 

（再委託の承諾） 

第 13 受注者は、業務に関して知り得た個人情報の処理を自ら行うものとし、発注者が書面によ

り承諾した場合を除き、第三者にその取扱いを委託してはならない。なお、再委託した業務を

更に委託する場合も同様とする。 

２ 受注者は、前項の規定による承諾を受ける場合は、再委託先の名称、再委託する理由、再委

託して処理する内容、再委託先において取り扱う情報、再委託先における安全性及び信頼性を

確保する対策並びに再委託先に対する管理及び監督の方法を明確にした上で、業務の着手前に、

書面により再委託する旨を発注者に協議し、その承諾を得なければならない。 

３ 前項の場合、受注者は再委託先にこの契約に基づく一切の義務を遵守させるとともに、発注

者に対して、再委託先の全ての行為及び結果について責任を負うものとする。 

４ 受注者は、再委託先との契約において、再委託先に対する管理、監督の手続及び方法につい

て具体的に規定しなければならない。 

５ 受注者は、再委託先に対して業務を委託した場合は、その履行状況を管理・監督するととも

に、発注者の求めに応じて、管理し、及び監督の状況を発注者に対して適宜報告しなければな

らない。 

（実地調査） 

第 14 発注者は、受注者が業務に関して取り扱う個人情報の利用、管理状況等について、随時実

地に調査することができる。 

（指示及び報告等） 

第 15 発注者は、受注者が業務に関して取り扱う個人情報の適切な管理を確保するため、受注者

に対して必要な指示を行い、又は必要な事項の報告若しくは資料の提出を求めることができる。 

（個人情報に関する取扱要領等の作成） 

第 16 受注者は、個人情報の適切な管理を確保するため、業務に関して取り扱う個人情報の取扱

要領等を作成し、発注者に報告しなければならない。 
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（事故発生時の対応） 

第 17 受注者は、業務に関し個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、その事故の発生に

係る帰責の有無にかかわらず、直ちに発注者に対して、当該事故に関わる個人情報の内容、件

数、事故の発生場所、発生状況等を書面により報告し、発注者の指示に従うものとする。 

２ 発注者は、業務に関し個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、必要に応じて当該事故

に関する情報を公表することができる。 


